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私達はオンリーワン技術を武器に主力製品のスライドレールや

シートフレーム等の機能部品の生産を行っており、アルファードや

ランドクルーザー等といったミニバンやSUV、商用車に特化した部

品メーカーでございます。

サークルのメンバーは社員12名でサークルレベルはCゾーンです。

個人の能力をみると、改善能力、部門連係に弱点が見られ、特に

ベテランと若手間の能力差が目立ちます。今回の活動でメンバー

の能力を底上げ、サークルレベルはBゾーン進入を目指します。

坂本組長は悩んでました。新しいQCリーダーを決めたいが、若手

に任せるには能力不足が気になる。やはり、ベテランに任せるしか

ないのか。

その時、自ら支援してくれた、韓国出身、中途入社2年目の朴。

朴は2年間の兵役や、他の会社での製造経験もあり、QC活動も参

加したことがあります。これから、リーダーとして頑張ります！

1回目の会合はなかなか意見募集ができず、大変でした。その時、

同じく中途入社2年目神毛さんがアドバイスをしてくれました。

“QCメンバーの意見には絶対に否定しないこと！”

私たちの働くトヨタ紡織精工は愛知県高浜市に本社を置き、その

ほかに国内には豊橋、いなべ、各務原にも工場を構えております。

また日本国内だけでなく海外のタイ、中国の2ヶ所にも展開しており

ます。
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そんな神毛は大分県出身のコミュニケーションのプロ！

中途入社の前は、なんと、国際線の客室乗務員だったのです。
神毛のアドバイスを受けメンバー達から集めた24件の困りごとを洗

い出し、4項目に絞りました。それを、マトリックス図を使い評価して

みると、グリス塗布不良が最も点数が高かったです。

4項目を直当たり発生件数で比較してみると、スパッタ付着とグリス

欠が38件で最も多いことがわかりました。それを直当たり停止時間

に変えてみるとグリス欠が1140秒と最も長いことに気づきました。

もし、グリス欠が流れてしまうと、シートのガタやスライドの動きが重

くなり、品質不具合が発生します。品質不具合は事故や、リコール

に繋がる重大事項であり、お客様からは信頼を失い、私たちは仕

事を失う、決してあってはならない事です。

樹脂スライダーとグリスの役割について説明します。アッパーサブ

アッシーがレールでスライドする時、樹脂スライダーによりガタ防止

や、荷重を一定にすることができます。そのときの、樹脂スライダー

の動きがスムーズに行われるためにグリスが必要です。

現状調査では三現主義のもとに対象工程で行いました。塗布され

た、樹脂スライダーをみてみると、塗布範囲より、先端に偏って塗

布されることが分かりました。先端に塗布されると、グリスの接地面

積が少ないため、少しの衝撃でも落ちやすくなります。

作業者が見つけたグリス欠を集計しました。その結果、リア側が

多いことがわかりました。その原因は、フロント側と違ってリア側は

先端の下が空いているためグリスが下に落ちやすくなるのです。

設備内を見てみると、スライダーから落ちたグリスが見られました。

特にこのように検査カメラに付いてしまうと、

カメラＮＧ異常を起こし、可動にも影響を及ぼします。
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最後に床を見ると、作業中、落ちたグリスがあり、“作業者がグリス

を踏んで、滑り、転倒する“など、安全のリスクも考えられました。

さらに、掃除にも時間がかかってしまいます。

今回のテーマ目標は“直当たり約38件出ていたグリス欠を6月まで

に0件にする”、さらに、“グリスによる設備異常や、安全リスクを撲

滅する”に決めました。

活動計画です。この時期は生産が忙しく、QC会合状況が良くな

かったためホットコーナーに進捗ボードを設置、これらの活動はベ

テランと若手のペア活動にすることで、お互いの能力差も克服でき

ました。

特性要因図を利用し、真因を絞り出します。はじめは、なかなか要

員が書けないメンバーもいましたが、連関図法を応用することで、

真因までたどり着くことができました。

統計図法を使い対策を検討したのがこちらです。

４Mから考えた対策を評価し３項目に絞りました。

そのうち最も評価点が高かった“グリス種類変更”、

“エアー量調整”を最優先に実施することにしました。

対策内容の説明です。粘度の高いグリスに変更しグリス落下を防

止、さらに、エアー量を強く調整し、グリス塗布距離を伸ばしたいと

思いましたが、品質上の理由で諦めることにしました。

中平が塗布機の位置を高くする対策を考えてくれました。鳥人間コ

ンテストの鳥人間みたいに高いところから塗布すると距離を伸ばせ

るのではないかと考えられます。

中平が保全と連携し塗布機の位置を高くし実施した結果です。

予想とは違い、グリスが横に曲がってしまいます。
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失敗の原因を調べました。こちらは塗布機の配管を上から見た絵

です。グリスには粘度があり、繊維で絡み合って離さない特性があ

ります。配管の先に付いているグリス残りに絡まって曲がってしま

うのです。

それで考えた対策案がこちらです。

配管を斜めに切る事で、配管の先端がグリス残りの役になり、

グリスの出る方向が誘導できる、つまり、邪魔だったグリスの粘度

特性を活かすことにしました。

対策案の実施です。グリス配管を様々な長さ、形状で加工、トライ

して、最も効果があったのが角度45°の配管です。この配管を塗

布機に取り付けた結果、塗布範囲の奥までグリスを塗布すること

ができました。

この改善結果を類似工程である

ノア・ボクシー最終工程にも横展開する計画です。

ということで、直当たり約３８件だった、グリス欠を６月までに０件に

することが出来、目標達成できました。さらに、カメラNGも19件から、

0件になりました。その他、掃除の時間も減り、転倒リスクもレベル

ⅡからⅠになりました。

活動後のサークルレベルは改善能力、部門連係、会合状況のレベ

ルが上がり、 Bゾーン寄りのCゾーンまで登ることができました。

しかし、目標にしていたＢゾーンには及ばず今後の課題になりまし

た。

また、ベテランと若手メンバーの能力差の問題も

今回の活動で改善することができました。

最後に標準化と反省点です。グリス欠防止の為に生産開始前に最

終工程で作業者がグリス配管の摩耗、破損を目視で行う。

活動当初は会合で意見が出なかったが、色んな知恵、道具を使う

ことによってメンバーの意欲を引き出せることができました。


